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APR 2010 3西東京市の市外局番は０４２です。おかけ間違いのないようにお願いします。

　市では、平成１７年度に策定した「西東京市地域経営戦略プラン」に基づき、
財政健全化に向けた取り組みや行財政システムの見直しを行っています。
　平成２１年度の見直しによる財政効果（平成２２年度予算反映分）は次のとお
りです。市　HP でもご覧になれます。
◆企画政策課 　田 （札４６０－９８００）

行政評価による財政効果 億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億 （単位：千円）
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拡充・事業内容
の見直し増
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①電話交換機設備の取り替え
②電子申告システムの導入
③ほうやちょう保育園の改修

事前評価による
事業採択

６０，３３６合計

△１２事務報告書の作成見直し
事業規模・補助基
準などの見直し
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減
等
に
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る
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源
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△３１，２７７

①絵本と子育て事業の実施方法の見直し
②乳幼児歯科相談の実施方法の見直しによる委託料の
削減
③記念誌発行単価などの見直し
④くらしの便利帳の発行について民間との連携による
経費の削減
⑤スズメ蜂駆除などの実施方法の見直し
⑥違法駐車防止対策実施日の見直しによる委託料の削
減
⑦田無庁舎電話交換および案内業務の見直し
⑧介護保険施設きらら運営委託業者の見直し
⑨高齢者緊急通報システム方式の統一による経費削減

事業の実施方
法・手段などの
改善

△３１，２８９合計

　市は、合併を「究極の行財政改革」と位置付け、スリムで
効率的な行財政運営に努めながら、合併効果を最大限に発
揮し、市民の皆さんとの協働による計画的なまちづくりを
進めてきました。平成１３～２０年度までの合併後８年間の取
り組みについてお知らせします。
◆企画政策課 　田 （札４６０－９８００）
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行革実施項目による財政効果
【歳出】△１，０３０，０４８千円
　定員適正化計画による職員定数の削減、給与改定等 ……… △２２２，７３７千円
　国民健康保険料の改定 ……………………………………… △２８５，０８９千円
　下水道特別会計の健全化 …………………………………… △２４３，０００千円
　行政評価による事業の見直し（下表参照） …………………… △３１，２８９千円
　各種経常的事務経費の削減 ………………………………… △１２８，５６９千円
　各種システムに係る事務機器等の再リース ………………… △１１９，３６４千円

新市建設計画および総合計画の実施状況 
～計画的なまちづくりの推進～

　当市のまちづくりは、合併前の田無市・保谷市合併協議
会で策定された新市建設計画および平成１６年度からスター
トした当市で初めての総合計画に基づき進められていま
す。平成１３～２０年度における新市建設計画（平成１６年３月
改訂）に掲げた６５事業の事業費総額は約４４９億円で、平成１６
～２０年度における総合計画事業の事業費総額は約４１１億円
です。

合併効果の概要 
～合併に伴う財政支援と経費削減の状況～

敢合併に伴う財政支援「国や東京都による合併支援の状況」

□国都支出金（補助金、交付金）　国や東京都から新市のま
ちづくりに対する財政支援として１２億６，８００万円が交付さ
れました。
□地方交付税　普通交付税の算定の特例（合併算定替）や特
別交付税として約１３４億７，０００万円の財政効果がありました。
□合併特例債　上限額３２０億円のうち、約２０９億９，０００万円
を活用しました。

柑合併による経費削減効果（普通会計）

　８年間の削減効果は約１１６億６，９００万円です。
□人件費　一般職職員を２７４人削減するなど約１０３億１，４００
万円を削減しました。
□事務経費　両市の電算システムは統合により削減となり
ましたが、清掃事業や給食調理業務では退職者を補充せず
民間委託化を進めたことにより、委託費などが増えたた
め、約９億２，７００万円増加しました。
□東京都への消防事務委託事業　１市分となったことによ
り、約２２億８，２００万円削減しました。

「地域経営戦略プラン（第二次行革大綱）」第二次行革大綱）」
に基づく平成２１年度の取り組みによる財政効に基づく平成２１年度の取り組みによる財政効果
「地域経営戦略プラ「地域経営戦略プランン（（第二次行革大綱）」第二次行革大綱）」
に基づく平成２１年度の取り組みによる財政効に基づく平成２１年度の取り組みによる財政効果果

　平成２３年１月２１日は、西東京市が誕生してから１０回目の市制記念日
です。
　田無・保谷から続く歴史と新市誕生からの１０年間の歩みを振り返り、
１０周年を祝うとともに、これから未来に向けた新たな出発点として、
多くの皆さんにご参加いただき、地域がますます元気になるようさま
ざまな事業を展開します。
　事業期間は、おおむね平成２３年１月を起点として記念式典の実施な
ど同年中の取り組みとしますが、本年中には記念事業キャッチフレー
ズの募集、プレイベントの実施などの取り組みを予定しています。
　市民の皆さんのご協力とご参加で、暖かい記念事業となり、地域に
愛着がわく取り組みになればと願っています。
　事業の詳細は、今後随時お知らせします。
　実施方針は市　HP 、情報公開コーナー（両庁舎１階）でご覧いただけ
ます。
◆企画政策課 　田 （札４６０－９８００）

■１０周年記念事業市民アンケート結果を公表

　昨年末から実施した記念事業市民アンケートには、１０歳代～７０歳以
上の方まで幅広く、多くの皆さんからご回答いただき、ありがとうご
ざいました。約半数の方が「地域に愛着がわく取り組み」を重視し、
みんなで１０周年を祝い、楽しみ、交流する事業に関心を示されていま
す。
　アンケート結果は、市　HP 、情報公開コーナー（両庁舎１階）でご覧
いただけます。

■１０周年記念事業推進委員会委員の募集

　記念事業を全市的な取り組みとして推進するため、推進委員会を設
置します。委員として参加し、あなたの考えを反映させてみませんか。
□人数　３人
□資格　市内在住・在勤・在学の１８歳以上の方（平成２２年４月１日現
在）
□期間　依頼した日から平成２４年３月３１日まで
□謝礼　１回２，０００円
□選考方法　作文による選考。「私の考える１０周年記念事業」について
６００字～８００字にまとめ、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・性
別・職業・電話番号・以前ほかの審議会などに参加した場合はその内
容を明記し、５月７日晶までに市役所企画政策課に郵送または直接持
参。

記念事業実施方針を策定
西東京市誕西東京市誕生生１０１０周年周年


